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算
化
し
た
。

新
駅
以
外
の
周
辺
整
備
に
関

す
る
起
債
分
は
、
ど
う
い
う
事
業

に
充
て
る
の
か
。

医
大
等
の
道
は
、
起
債
が
可

能
な
も
の
は
起
債
で
対
応
し
た
い
。

補
助
金
対
応
が
な
い
場
合
を
想
定

し
、
最
大
で
約
12
億
円
の
起
債
を

考
え
て
い
る
。

周
辺
整
備
と
は
具
体
的
に
は

何
を
す
る
の
か
。

東
と
西
の
道
路
整
備
で
あ
る
。

事
業
の
補
助
率
等
は
。

慈
明
寺
町
四
条
町
線
の
拡
幅

工
事
の
予
算
規
模
は
21
億
円
、
補

助
率
55
％
で
、
起
債
対
象
で
も
あ

り
単
独
費
の
負
担
は
少
な
い
。

公

費

ホ

テ

ル

と

庁

舎
の

あ

り

方

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
年
間
約
４
千
万
円

の
賃
貸
料
を
支
払
い
庁
舎
と
し
て

借
り
て
い
る
が
、
新
分
庁
舎
を
建

設
時
に
そ
の
面
積
も
含
め
設
計
す

れ
ば
、
今
後
Ｎ
Ｔ
Ｔ
賃
貸
料
を
支

払
う
必
要
が
な
く
な
る
。
市
有
地

活
用
検
討
委
員
会
の
議
事
録
に
、

防
災
の
拠
点
と
し
て
は
万
葉
ホ
ー

ル
は
遠
い
の
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
建
物

を
防
災
拠
点
と
し
借
り
て
は
と
い

う
表
現
が
あ
っ
た
が
、
い
つ
ま
で

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
建
物
を
借
り
る
の
か
。

ま
た
、
万
葉
ホ
ー
ル
と
畝
傍
御
陵

前
の
庁
舎
分
も
、
こ
ち
ら
側
に
集

め
る
の
か
。
そ
う
な
る
と
、
空
に

な
っ
た
庁
舎
の
跡
地
活
用
は
ど
う

す
る
の
か
。
総
合
的
な
計
画
を
示

し
て
も
ら
わ
な
い
と
、
１
，
１
０

０
坪
の
土
地
に
６
千
や
７
千
平
米

の
庁
舎
で
い
い
と
い
う
話
に
は
な

ら
な
い
。
総
合
的
な
考
え
は
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
借
り
て
い
る
北
館

は
、
本
庁
舎
の
建
設
が
進
め
ば
返

し
、
平
成
32
年
度
ま
で
借
り
る
。

本
庁
舎
の
空
き
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
南
館
等
に
配
置
し
て
い
る
課

が
入
る
。
南
館
部
分
を
取
り
壊
し
、

新
庁
舎
の
建
設
を
予
定
し
て
お
り
、

仮
設
庁
舎
を
建
て
る
こ
と
な
く
、

ス
ム
ー
ズ
に
移
転
し
た
い
。
万
葉

ホ
ー
ル
は
、
市
民
文
化
ホ
ー
ル
と

し
て
活
用
し
、
空
い
た
ス
ペ
ー
ス

は
貸
し
館
等
に
利
用
し
た
い
。
保

健
セ
ン
タ
ー
は
、
各
課
で
空
い
た

と
こ
ろ
の
有
効
利
用
を
図
り
た
い
。

平
成
32
年
以
降
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
建
物
を
借
り
る
必
要
が
な
い
と

明
言
で
き
る
の
か
。

平
成
32
年
度
に
は
庁
舎
が
で

き
る
の
で
、
そ
れ
以
降
借
り
る
つ

も
り
は
な
い
。

本
庁
舎
を
96
億
の
費
用
で
丸

ご
と
建
て
替
え
る
と
い
う
発
想
に

変
わ
り
は
な
い
の
か
。
そ
れ
と
も

変
更
の
余
地
は
あ
る
の
か
。

こ
の
庁
舎
は
耐
震
化
で
き
る

の
か
、
そ
れ
と
も
新
築
か
、
再
調

査
し
た
い
。
平
成
29
年
度
を
目
途

に
庁
舎
南
側
の
用
地
を
取
得
し
、

そ
の
後
、
こ
の
庁
舎
の
建
て
替
え

や
再
生
等
を
し
た
い
。

裁
判
等
で
用
地
取
得
に
時
間

が
か
か
る
と
、
事
業
年
度
は
、
少

な
く
と
も
３
、
４
年
は
変
わ
る
と

思
う
が
、
最
悪
の
状
況
を
想
定
し

た
見
通
し
は
。

市
民
や
働
く
職
員
の
安
全
を

考
え
、
で
き
る
限
り
年
度
計
画
に

従
っ
て
進
め
た
い
。

来
年
の
３
月
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

を
含
め
た
関
係
の
議
決
が
出
る
。

来
年
10
月
頃
に
は
市
長
選
挙
が
あ

る
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
議
決
を
９
カ
月

ず
ら
す
か
、
市
長
選
を
９
カ
月
前

倒
し
す
れ
ば
、
住
民
自
身
が
こ
の

事
業
に
対
し
て
、
○
か
×
か
と
い

う
意
思
表
示
を
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

が
で
き
る
。
ど
ち
ら
か
の
形
で
調

整
で
き
な
い
か
。
検
討
は
。

質
問
の
意
図
は
理
解
で
き
な

い
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
許
可
は
今

年
中
に
出
る
。
こ
の
事
業
は
我
々

の
地
域
に
と
っ
て
絶
対
に
必
要
で

あ
る
と
い
う
決
意
の
も
と
に
事
業

展
開
し
て
い
る
。

一般質問
松
木　

雅
德

松
木　

雅
德

（
政
志
会
）

防

災

昨
年
６
月
の
定
例
会
で
防
災

等
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
そ
の

後
の
公
共
施
設
、
避
難
所
、
学
校

施
設
の
耐
震
化
事
業
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
。

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
指

定
し
て
い
る
44
ヶ
所
の
施
設
の
う

ち
耐
震
性
能
保
有
施
設
は
、
39
件
。

残
り
５
施
設
の
う
ち
２
件
は
耐
震

診
断
の
結
果
、
補
強
が
必
要
で
、

今
後
残
り
の
３
施
設
の
診
断
も
含

め
て
す
べ
て
の
避
難
所
の
耐
震
化

を
進
め
た
い
。
学
校
施
設
の
耐
震

化
率
は
４
月
１
日
現
在
で
小
学
校

は
89
．
１
％
、
中
学
校
は
90
．
４

％
、
幼
稚
園
は
95
．
２
％
と
な
り
、

１
９
２
棟
中
、
19
棟
が
残
っ
て
い

る
が
、
市
民
の
避
難
所
と
な
る
小

中
学
校
体
育
館
は
、
す
べ
て
耐
震

化
が
終
了
し
て
い
る
。
残
り
の
施

設
は
当
初
の
計
画
ど
お
り
平
成
27

年
度
に
は
耐
震
化
を
終
え
る
よ
う

進
め
る
。

災
害
時
の
物
的
備
え
の
決
意

と
備
蓄
物
資
の
現
状
は
。

昨
年
、
東
竹
田
に
で
き
た
安

心
パ
ー
ク
を
東
北
部
地
域
の
災
害

時
の
拠
点
施
設
と
し
、
橿
原
運
動

公
園
の
防
災
倉
庫
等
を
南
西
部
地

域
の
拠
点
と
し
、
市
の
両
端
に
設

置
し
て
い
る
こ
と
を
市
民
に
周
知

し
な
が
ら
両
方
の
拠
点
施
設
を
更

に
充
実
さ
せ
た
い
。
備
蓄
物
資
は

食
料
関
係
で
約
２
万
食
を
保
有
、

そ
の
他
救
護
用
毛
布
、
応
急
対
策

用
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
組
み
立
て

式
ト
イ
レ
、
発
電
機
と
投
光
器
等
、

応
急
対
策
に
必
要
な
防
災
資
機
材

を
備
え
て
お
り
、
今
後
も
両
施
設

に
備
蓄
を
進
め
た
い
。

久
米
町
の
桜
川
暗
渠
の
耐
震

化
の
調
査
結
果
を
地
元
に
説
明
し

た
の
か
。
ま
た
、
橋
梁
の
長
寿
命

化
計
画
の
進
捗
は
ど
う
か
。

橋
梁
の
長
寿
命
化
は
現
在
４

つ
の
橋
梁
の
修
繕
箇
所
の
詳
細
設

計
を
終
え
て
お
り
、
今
年
度
は
順

次
、
修
繕
工
事
の
実
施
を
行
う
。

平
成
27
年
度
以
降
も
詳
細
設
計
が
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